
｢ポレーシェ｣とは、チェルノブイリ付近の湖沼低地帯の呼称です。 
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～ウクライナに思いをよせて～ 

『ポレーシェ』200 号を記念して 
 

私たちは 1990 年 4 月

20 日、市民団体「チェルノ

ブイリ救援･中部」を発足

させて活動を始め、6 月 4

日に急きょ‶手書き″の本

紙『ポレーシェ－チェルノ

ブイリに思いを寄せて』第

1 号を発行 (7 月発行の第

2 号からはワープロ作成 )、

以来、本年 7 月発行の今

号で 200 号を数えます。こ

れまでこのような振り返りをしたことはないのですが、200 号記念号に少し花を添えることをお許しいただきたい

と思います。 

1986 年 4 月 26 日のウクライナ(当時ソ連邦 )･チェルノブイリ原発事故の放射能被災者の支援を目的として

私たちは活動を開始しましたが、この 34 年間には、日本では 1995 年 1 月 17 日の阪神･淡路大震災をはじ

めとする自然災害、さらに 2011 年 3 月 11 日の東日本大震災・それに伴う東京電力福島第一原発の原子力

災害等を経験してきました。これら大災害に対して、それぞれの緊急救援も行ってきました。福島の被災地で

は放射能測定を中心に、｢汚染マップ｣の作成を現地の方たち、全国のボランティアに呼びかけ、協力を得な

がら 10 年間続けました。これらの活動は本紙『ポレーシェ』を通して広報しご協力を呼びかけ、できる限り現地

からの活動報告を掲載してきました。 

そして今ウクライナでは、2022 年 2 月 24 日からチェルノブイリ原発、ザポリッジャ原発が危機にさらされ、多

くの町や村、学校や病院、教会や発電所等が破壊され、子どもたちを含めた多くの市民の命が失われ続けて

います。｢ウクライナの緊急支援｣は続いています。戦火の中で暮らす人々の生活を支えるため、『ポレーシェ』

をお読みいただき、引き続きご理解とご協力をお願い致します。                     (戸村京子 )  
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～「今中講演会」に思う～ 

大切なのは真実を伝えること 

 チェルノブイリ救援・中部主催の今中哲二さん講演会「チェルノブイリ原発事故

から 38 年 ウクライナの今」に参加させていただきました。大いに感銘を受けたこ

の講演について述べさせていただきます。 

初めに 30年以上にわたる、そして今も継続されている当会の救援活動に敬意

を表します。 

 今中さんは広島県出身で、当初は「原子力の平和利用」を目指し、京大の研

究所で助手として研究を進める中で疑問を感じ、以後は「原子力をやめることに

役立つ研究」をされています。日本での活動の他、チェルノブイリ原発事故後は

ウクライナに何度も渡航され、放射能測定等の活動を続けられていて、福島原発

事故後は福島でも。  

チェルノブイリ原発事故では 520 京ベクレル(広島原爆の 500 倍、福島では 90 京ベクレル) もの放射能が放出

されてウクライナ、ロシア、ベラルーシの大地を広範囲に汚染し、数百万人の被災者と多数の死傷者を出して、地

域社会を破滅させ、被害は今も継続しています (福島でも同様！) 。そしてロシアのウクライナ侵攻以後、チェル

ノブイリ原発の汚染地で多くのロシア兵が駐屯して被曝させられたとのこと。ザポリッジャ原発(6 基 600 万 KW！)

はロシアに占拠され、冷温停止状態であるが、戦地なので予断をゆるさない状況であると。 

 国家、国際機関、電力会社等の「権力側」は都合の悪い真実は隠し、私たちを騙そうとします。今中さんのような

研究者が、私たちに真実を伝えていただけることは、大切なことだと思います。               〔Ｙ.稲垣〕 

 

チェル救主催「ウクライナの子ども達の絵画展」開催のお知らせ 

期間：2024年 9 月 10 日（火）～9月 23 日（月・祝） 10：00～21：00 

場所：セントラルパーク地下街「セントラルギャラリー」 （名古屋市営地下鉄「久屋大通駅」または「栄駅」下車）/無料 

 昨年 10 月からスタートし、今も全国のさまざ

まな場所で開催が続いている「ウクライナの子

ども達の絵画展」。チェル救も 1 年ぶりに 2 度

目の絵画展を開催します。場所は名古屋・栄

の「セントラルギャラリー」。6 月にキーウの「未

来」より新たに送られてきた絵画も加わり、さら

に充実した展示となります。フリースペースで

すので、気軽にお立ち寄りいただけます。 

 またチェル救とは別に、「非核・平和を求め

る写真絵画展事務局」主催の絵画展が、8 月

27日（火）～9 月 1日（日）、名古屋市中区「名古屋市民ギャラリー栄」で開催されます。この機会にどうぞお見逃し

のないよう、お越しいただけたら嬉しいです。 

  

～各地の「ウクライナの子ども達の絵画展」のご案内～ 

● 7 月 6 日（土）・7 日（日）／栃木県宇都宮市：宇都宮市文化会館第 2 展示室 

● 7 月 15 日（月・祝）～7 月 21 日（日）／名古屋市千種区：愛知淑徳大学・星ヶ丘キャンパス 

● 8 月 27 日（火）～9 月 1 日（日）／名古屋市中区：名古屋市民ギャラリー栄 

● 9 月 28 日（土）・29 日（日）／長野県伊那市：県伊那文化会館大ホール 

● 10 月 26 日（土）／愛知県一宮市：尾張一宮駅前ビル 2F 大会議室 

大好評だった埼玉県加須市での絵画展の様子（6/8～10） 
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連載 151     Nature〈 自然 〉 ・ Cul ture〈 社会 ・文化 〉 ・ Future〈 未来 〉  

 

人類は社会の発展を目指して様々な技術を開発してきた。それは資本主義も社会主義も変わらない。自然は

手段として利用する、という考えは一見、当然の事のように見える。しかし今、それを改めて考え直す時期に

来ているのではないだろうか。地球温暖化の原因の一つは、産業革命以来利用してきた石油や石炭などに由来

する炭酸ガスである。温暖化対策として原発を推進する国や産業界の目先の目標は何をもたらすのか。 

 

ドイツでの経験 

2008 年４月にドイツで行われた国際生態学会に招

待された事がある。日本は世界で最も遺伝子組換えナ

タネ（以下 GM）を輸入している（年間 270 万トン）。

その多くはカナダから輸入する除草剤耐性のナタネ

（キャノーラ）である。日々の調理に多くの日本人は

何気なくキャノーラ油を使っている。その結果、日本

の港の周辺には輸送中にこぼれ落ちた GM ナタネが生

えて野生化している。私が所属する「遺伝子操作食品

を考える中部の会」は三重県四日市港周辺での調査を

開始してから今年で 20 年になる。ドイツのブレーメ

ン大学で行われた学会では GM 作物を栽培した場合に

起こる問題点について集中的に議論が行われ、その際

に日本で起きている状況を報告するように依頼され

たのだった。2日目に自分の報告を終わり、3日目の最

終日に行われた基調講演を紹介したい。登壇したのは

社会学者 F.Keil 教授。彼は社会が新しい技術を取り

入れるに当たって何が必要か、というテーマで講演し

た。最初に彼が指摘したのは、人類が新たに取り入れ

ようとする技術について、先ず行うべきなのは「その

技術について何処まで分かっていて、何処から先が分

からないかを精査する事」だと指摘した。要約すれば

「無知の知」という。これはソクラテスの言葉だとい

う。知と無知の境界を明らかにし無知の領域を解明す

るのが科学者の使命だという。更に彼は社会が新しい

技術を取り入れるに当たり 3点について議論すべきだ

と指摘した。その技術が①自然(Nature)に悪影響をも

たらさないか。②人類がこれまで作ってきた社会や文

化（Culture）を破壊しないか。③自然と人類の未来

（Future）にどんな影響があるか。この 3点について

社会的に議論し結論すべきだと締めくくった。 

Nature・Culture・Futureは英語のごろ合わせだが、

社会が新たな技術を採用するにあたって必要な事の

端的な表現である。はたして我々はこれまでそうした

認識で社会を作ってきただろうか。 

 

ドイツの原発政策 

2011 年 3 月に起こった福島第一原発事故はチェル

ノブイリに次ぐ大事故で世界に大きな反響をもたら

した。ドイツでは当時のメルケル首相が「倫理委員会」

を設置し、40年を過ぎた老朽原発の運転延長を認める

かどうかが議題になった。東ドイツ出身の物理学者だ

ったメルケル首相自身は運転延長の賛成派だったが

倫理委員会の「運転延長禁止」の結論に従い老朽原発

の運転延長禁止法案を採択した。こうしてドイツは

2023年 4月、全ての原発の運転を停止し脱原発の道に

舵を切った。 

 

日本の未来は危うい 

それに引き換え日本はどうか。福島原発事故は

Nature（自然）を汚染し、Culture（地域社会と文化）

を壊し、Future（地域の未来）を破壊した。 

にも拘らず政府と産業界、科学者達は温暖化対策と

称して、老朽原発の再稼働や新たな小型原発の開発に

舵を切った。高レベル放射性廃棄物処分場の調査も始

まった。すべてはその場しのぎの金目当ての政策であ

る。「中間貯蔵施設」という名前が全てを象徴している。

事故対策も放射性廃棄物対策も、トリチウム汚染水海

洋排出も、どれ一つとして解決の目途は立っていない。

日本政府と産業界・学会は「今だけ、金だけ、自分だ

け」の社会を目指している。原発に加えて「命を金に

する」ゲノム編集技術も新たな経済成長の手段と主張

する。「企業栄えて国滅ぼす」この国の政策に我々はど

う対処すべきか、改めて問われている。自然と社会と

未来の安全の為に。 

（2024年 7月 5日 河田） 
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【寄付のお願い】 

 
◆銀行振込先 

三菱ＵFJ 銀行 高畑支店 普通 1682863 

 

◆郵便振替 00880-7-108610 

 

〈口座名義〉 

特定非営利活動法人チェルノブイリ救援中部 

 

＊クレジットカードでも受け付けております 

（ページ下の QR コードから寄付ページへアクセス！） 

 

※手書き領収書の郵送が必要な方はご連絡ください 

【寄付・会員状況のお知らせ】 

 

◆3 月  寄付／会費 441,000 円 

◆4 月  寄付／会費 362,777 円 

◆5 月  寄付／会費 233,001 円 

◆2024 年度累計 （ウクライナ救援基金を除く） 

490,778 円（5 月末） 

◆2024 年度ウクライナ救援基金 399,200 円（5 月末） 

◆ウクライナ救援基金累計 26,384,863 円 

（2022/3/7～2024/5/31） 
※2023年度分については、4-5ｐ決算報告をご覧ください。 

◆会員数 177 名 

◆ポレーシェ読者数 674 名 

～心温まるご支援をありがとうございました～ 

発行  特定非営利活動法人 チェルノブイリ救援・中部 

〒460-0012 名古屋市中区千代田 5 丁目 11-33 ST PLAZA TSURUMAI 本館 5B 

TEL＆FAX 052－228-6813 （月･水･金 10:00 ～ 15:00） 

E-mail chqchubu@muc.biglobe.ne.jp  URL http://www.chernobyl-chubu-jp.org 

印刷  エープリント 

当団体は「認定特定非営利活動法人」ではございませんので、ご寄附は税額控除の対象にはなりません。

ご了承のほどお願いいたします。 

 
◆ご報告◆ 能登半島地震支援募金をポレーシェ 2/15 発行号で募集し、これまでに 758,000 円のご寄附を頂きました。

ありがとうございました。寄附募集は、5 月末で締め切らせていただき、石川県穴水町で直接支援活動を行っている「NPO

法人レスキューストックヤード」に送金しお役立ていただきます。 

 

★総会報告 

1）2024年度通常総会 

 6 月 15 日（土）、なごや人権啓発センター ソレイユプラザなごやにて、今年度の通常総会を開催致しました。正会員数

41名のうち、31名の出席を得て総会は成立し、開催されました。（内、22名が書面出席） 

議案はいづれも原案通り承認可決されました。また、2024 年度も、チェルノブイリ被災地支援に加え、戦争被害者への

ウクライナ支援も続行し、国内においては、南相馬の子ども食堂支援を利用するひとり親家庭、生活困窮者、独居高齢者、

障がい者の方々を南相馬市社会福祉協議会の協力を得て支援する事を報告しました。 

2）講演会・・・河田理事講演 

 第一部：ウクライナの原発状況 

 2022年 3月、ロシア軍による砲撃、侵攻により占拠されたザポリージャ原発は、6基すべてが停止。現在ロシア軍のオペ

レーション下にあり、職員の補充をロシアから行っているとの事です。ロシア軍は 2024年 3月 22日ウクライナ各地の電気

網・エネルギー施設への集中攻撃を行い、5 名死亡、100 万人が電力供給を絶たれ、またウクライナ最大のダムへの度重

なる攻撃もありました。ロシアのインフラ施設破壊が続くなか、ウクライナは西部フメリニツキー州で原子炉 4 基の建設に着

手すると明らかにし、日本企業と協力するとの情報もあるとの事。 

第二部：福島のトリチウム汚染水について 

現在海洋放出されている福島第一原発の「処理水＝汚染水」について、★何が問題なのか？★トリチウム汚水は処理

できる、といった 2 つの大きなテーマで講演し、「なぜこんな危険なものを急いで海に流し込もうとしているのか？」との問

い対する河田さんの見解が述べられました。汚染水処理方法はいくつもある！という話の後に、「31 年前に着手したもの

の、27回目の完成延期が確実な六ケ所村再処理工場を稼働し、現在海洋放出している汚染水の 20倍ものトリチウム汚染

水を毎年海洋放出できるようにするため、また、六ケ所のトリチウム放出管理目標値を適用すれば、現在放出している福

島第一原発の汚染水放出は 1 か月で全量放出できるとのことで、その前哨戦として今の放出があるのでは」との驚くべき

話。詳しくは冊子＜「トリチウム汚染水の海洋放出反対！」汚染水は処理できる！＞をご参照ください。 

お問い合わせは、no.osensui@athena.ocn.ne.jp                            


